
【USAGI 通信 号外】巨大 SNS から学ぶ教訓と、局所シナプスが織りなす「連想」 

※この文書は、B2B 取引システム「USAGI」の基本構造が内包する、次世代の分散型イン

フラへの発展性と、大規模同期を必要としないスケールアウトへの思想的示唆をまとめた

ものです。 

 

【巨大 SNS からの学び：なぜ彼らは巨大な筋肉を必要とするのか】 

X（旧 Twitter）や Facebook などの巨大 SNS の裏側には、天文学的なインフラコストと、

複雑極まりない分散ストレージ技術（NoSQL や自社開発の KVS）が鎮座しています。彼

らは「1 人が発信したデータを、世界中の何千万人ものタイムラインへリアルタイムに全

同期する」という宿命を背負っているからです。データの整合性を維持するためだけに、

巨大テック企業は日夜、力技の総力戦を続けています。 

しかし、この「地球の裏側まで全データを同期させる」という重厚長大なモデルは、B2B

の商流においては全くの無用であり、むしろ歪みを生む原因になります。 

ビジネスの取引において、ひとつの「取引データ（注文や見積）」は、どこまでいっても

「売り側」と「買い側」の 2 社間だけのものです。他の会社は見る必要がありませんし、

見られないことが絶対の前提です。日本の誇る真面目なものづくり企業や中小の工場が求

めているのは、世界中の何万社とリアルタイムにデータを同期する巨大な箱ではなく、

「信頼できる特定の相手と、確実に、安全に繋がる」という局所の安心です。 

 

【USAGI の構造が内包する、圧倒的な「軽さ」の素地】 

現在の USAGI（V2.1）は、一つのプラットフォーム、一つのデータベース（RDB）の上

で、シンプルかつ強固に日々の商流を支えています。USAGI の特徴のひとつ、自由記述

(マスターレス)という「混沌」のまま受け入れる石(意思)は、十数年前 USAGI が投げか

け、今も消えない波紋として稼働し続けています。 

しかし、システムアーキテクチャの視点から USAGI の「サプライチェーンシナプス」と

いう基本構造を眺めるとき、そこには巨大 SNS を遥かに凌駕する「自律分散型インフラへ

の圧倒的な素地」が、すでに DNA として組み込まれていることに気づきます。 

なぜなら、USAGI の本質は「単一接続」の数珠つなぎ(ハブ化)だからです。 

システムがどれだけ巨大化し、導入企業が何万、何十万社に広がろうとも、個々のトラン

ザクションは常に 2 社間で完結しています。中央のデータベースに地球規模の全同期を強

要する必要がハナから存在しない設計になっているのです。 

 

【枯れた技術で世界を紡ぐ、未来への補助線】 

もし、この USAGI のネットワーク構造が次のステージへ進むとしたら、それは未成熟な

ブロックチェーンや高額な最新クラウド技術を必要としません。私たちが普段当たり前に

使っている Web 通信（HTTPS/API）や暗号化技術といった、「完全に枯れ果て、安定性



が証明された超軽量な通信プロトコル」をあてがうだけで、理論上、無限のスケールアウ

トが可能になります。 

• 局所に閉じ込めるシナプス： 

将来的に、業界ごとの違いをマルチプラグイン形式で吸収しながら、コアの部分で取引デ

ータや企業間の連携情報そのものを「売り側」「買い側」の 2 社間の領域（ローカル）だ

けに完全隔離してパッシングする構造。 

• 数社の繋がりが織りなすメッシュ： 

各企業は、自社と繋がるせいぜい数社、十数社とのシナプスだけを維持する。その繋がっ

た相手がまた別の数社と繋がり……と、局所的な一対一の結びつきが数珠繋ぎになること

で、システム全体は過負荷を一切起こすことなく、アメーバのように世界中へ拡大してい

く。 

全体で巨大なデータを同期しないため、どれだけ世界中で同時に数万件の取引が走ろうと

も、システム全体の負荷がどこか一箇所に集中してシステム全体がダウンするリスクを、

少なくすることができます。すべての負荷は、常に「その 2 社間」の局所に自律分散され

るからです。 

 

【思想の種火を、デジタルの海へ】 

これらは、現行システムにおける実装の約束ではありません。しかし、USAGI が投げかけ

た波紋、そしてその根底にある「まずデータを打ち込み、混沌の中から後で秩序を抽出す

る」という思想は、この最高にエレガントな分散ネットワークの未来を、完全に、かつ必

然として「連想」させます。 

複雑な技術に溺れて巨大な壁を作る現代の IT トレンドに対し、思想の力で問題そのもの

を消し去っていく。 

世界の片隅で小さく呼吸している USAGI の基本設計には、地球規模の産業神経系へと化

けるための遺伝子が、すでに静かに、しかし確かに脈打っています。この思想の種火が、

未来のどのような技術（実装）と出会い、どんな景色を見せてくれるのか。 

未来の仕様書の波紋を起こす石(意思)は、もうここに存在します。 

 


